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2006年4月 責任投資原則（PRI)発足



PRIの現状
責任投資原則（PRI)：2006年、国連の支援で策定

署名機関数、2320（2019年2月24日）

運用資産総額、$89,653.68 billion（Annual Report2018
より。ただしダブルカウントあり）

１．ESG課題を投資の分析と意思決定のプロセスに組み込む。
２．積極的な株主となり、ESG課題を株主としての方針と活動に

組み込む。
３．投資先企業にESG課題に関する適切な情報開示を求める。
４．投資業界がこれらの原則を受け入れ、実践するよう促す。
５．原則の実施にあたって、効果が高まるよう相互に協力する。
６．原則の実施に関する活動と進捗について報告する。



PRIへの署名状況（国内）

（アセットオーナー）
GPIF、企業年金連合会、セコム、キッコーマン、
上智大学、損保ジャパン、太陽生命、日本生命、

日本政策投資銀行、大同生命、富国生命、第一生命、
MS&AD、東京海上日動、労働金庫連合会、
かんぽ生命保険、明治安田生命

出所：PRIのHPより、一部抜粋、2019年2月24日現在
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GPIFのESG指数一覧



Climate Action 100+（2017年12月発足）

スコープ３まで含めて、排出量の最も上位の企業
（161社）にエンゲージメント
３２３の投資家（32兆ドル）が署名（2019年2月時点）
＜日本からの署名＞
GPIF、アセットマネジメントOne、富国生命投資顧問、
三菱UFJ信託銀行、日興アセットマネジメント、
りそな銀行、損保ジャパン日本興亜、三井住友信託



各社のスチュワードシップレポート
三井住友トラストアセットマネジメント

アセットマネジメントOneりそな銀行

三菱UFJ信託銀行



＜長期投資家の立場＞
リスク回避・収益機会追求。
ESG要因が市場に織り込まれ
ることへの合理的対応。

ESG投資の動機とグリーンボンドの位置づけ

＜ユニバーサルオーナー＞
負の外部性の削減。
ポートフォリオ全体の長期的利
益を守る。

＜個人投資家の立場＞
環境・社会を重視する価値観
Sustainability Preferences

＜将来世代への責任＞
年金加入者の将来の生活基
盤等を守る。

＜経済的動機＞ ＜非経済的動機＞
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ESG投資の方法とグリーンボンドの位置づけ

アクティブ運用 パッシブ運用

投資先の選別

投資先との対話

スクリーニング

インテグレーション

低炭素インデックス

除外・ダイベストメント

エンゲージメント
企業価値向上

エンゲージメント
負の外部性の削減

＜株式投資＞
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＜株式投資以外＞



環境省グリーンボンドガイドライン
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原則
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グリーンボンド関連施策

＜モデル発行事例の選定＞ ＜発行促進体制整備支援＞



出所：環境省作成（グリーンボンド発行促進プラットフォーム
より引用）

国内企業のグリーンボンド発行実績



ESG債市場の持続的発展に関する研究会

主要な論点
 プライシング ー 発行体の信用で発行する債券に、グ
リーンプレミアムはつくのか？

 追加性 － 追加的な環境上の効果を生んだと言える
のはどういう場合か？

 発行コスト － 発行コストは誰が負担するのか。コス
トをかけてグリーンボンドにするのはなぜか？

野村資本市場研究所主催
（参加メンバー）
発行体、投資家、証券会社、外部評価機関、研究者等
2018年2月―2019年1月



リスク・リターン・インパクトの3次元の判断
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正の
インパクト

負の
インパクト

(現在）
同じリスク・同じリターンなら、
インパクトの大きいものを選ぶ

（インパクトはリスク・リターンと独立
に決まる。）

大多数がグリーン投資家になると、
インパクトが価格に反映
→ 市場が選別機能を果たす


